
 

費 - ２破砕前処理工程の導入による費用低減 （沖縄県 宮古島市） 

＜支援事業実施前＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜支援事業実施後＞  

島内の関連事業者（破砕前処理）に使用済自動車を集約し、解体後、破砕前処理（圧縮）を行い、 

コンテナ積めして、定期船にて沖縄本島に海上輸送 
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島内にて圧縮処理（Ａプレス） 

し、コンテナ積めにて海上輸送 

破砕前処理工程の導入 

＊Ａプレス：別名サイコロプレス、３方向より 

圧縮し、減容化したもの 

（３方向プレス機導入によるＡプレス＊） 

 

廃自動車の解体・選別 

技術の開発ならびに 

海上輸送費の低減に 

向けた実証事業を展開 

状況 
・ 島内に使用済自動車を圧縮処理できる事業者がいない 

・ 事業者毎に原形（いわゆる丸車）のままで島外搬出 
 

問題点 
 ・海上輸送費がかさんでいた（約４．３万円／台） 

 

ほとんど島外に搬出されず、大規模な使用済自動車の野積みが散見される 

こととなり、社会問題化 

改善点及び効果 
 

島内業者による減容化     大幅な輸送コスト低減の実現 

 

＜参考＞ ： 単価比較例（小型車） 

原型の場合 ４３，０００円/台 

圧縮の場合 
２，５００円/台（輸送単価 + 荷役費用） 

（▲９４．２％ 低減） 
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